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     １   映像資料料の吸収、咀嚼、再構成⼒力力  
     ２   語彙⼒力力、センテンスの構成⼒力力、⼝口語表現のセンス／おもしろさの研究  







マンガの⼆二⼤大要素   ・絵  
                              ・⾔言葉葉 
マンガの⼆二⼤大要素   ・絵      →   何を⾒見見せたいか  
                              ・⾔言葉葉   →   何をかたりたいか 
        映画   ・映像   →   マンガ   ・絵  
                  ・⾳音声   →                          ・コマ割り  
                                                                                         ・セリフ 
  これだけエンターテインメントの発達した世の中において、誰も⾒見見た事のないオリジナルな物語を創作
する事は⾄至難の業です。その事はプロ作家も業界編集者もよく知っています。求められているのは「オ
リジナルの⼿手触り」のする作品、つまり絵柄・セリフ・構成の３要素の組み合わせにおいてその作家独
⾃自の「読み味」のある作品が評価されているのが実情です。特にプロの作家ならば、さしたるストーリ
ーがなくても例例えば「学校へ⾏行行って帰ってくるだけの話」でも上記の３要素だけで⼗十分おもしろいマン
ガが描けるものです。マンガ教育の場において「発想⼒力力」というのはいかにも⼤大事な要素のように思わ
れがちですが、⾃自分の考えるマンガ教育においてむしろ⼤大事なのは「アイデアをハンドルする⼒力力」＝「発
想応⽤用⼒力力」の⽅方が重要な要素のように思います。例例え既視感のあるアイデアでも上記の「絵」「セリフ」
「構成」次第でいかようにも新鮮な作品を⽣生み出せる点で、在学４年年間に⼀一つのオリジナルアイデアを
追求するより「オリジナルの⼿手触り」のする作品を量量産する⽅方がデビューのチャンスも増えるし、デビ
ュー後も⽣生産性の⾼高い作家としてやっていける可能性が⾼高いからです。  
誰も描いた事のないようなオリジナルアイデアを追求する姿勢は、いかにもマンガの芸術的表現として
価値があるように錯覚しがちです。しかしながら最初に述べた通り「コマ割りした絵」というフォーマ
ットも含めすでに強固なシステムが完成されている以上、マンガ表現はそこに隷隸属するメディアであり、
時に芸術志向の⼈人々が語りがちな「⾃自由で、新しい表現形態」ではすでにないのが現状であり、本学マ
ンガコースが「編集者寄り」という姿勢を選択した時点でそのベクトルは明確に⽰示されているのです。  
  
現在出版業界は軒並み不不況であり、特に紙媒体を中⼼心とした出版社は今後ネットを中⼼心とした電⼦子書籍
化へ新たなフォーマットの模索索を余儀なくされています。中にはcomicoに代表されるweb上⼀一コマ縦読
みという新しいフォーマットも誕⽣生し、若若い読者を中⼼心に⽀支持を集めてもいます。しかしながら、マン
ガの魅⼒力力はいまだにコマ割りも含めた「めくり」のフォーマットが⼀一般的であり、その技術を習得する
事がこの先新しいフォーマットに対応する際の⼟土台の考え⽅方になるだろうという信念念を⾃自分は持ってい
ます。おそらくは紙以外の媒体に市場が移⾏行行しても、当⾯面は市場の⽅方がマンガのフォーマットに合わせ
てくるのではないか、というのが⾃自分の予想です。  
  
かつてマンガ家志望者は作家のアシスタントをやりながらその作家の技術を習得する徒弟制度度的なプロ
セスで学ぶのが⼀一般的でした。しかしながらマンガの学校が誕⽣生し、授業料料を払ってデビューを⽬目指す
考え⽅方が⼀一般化してきた昨今では、マンガの教育は学⽣生の創作意欲を伸ばして満⾜足度度を上げると同時に
職業訓練を施して業界へ繋げる２つの使命を帯びるようになってきています。業界との関係性もより強
くなり、コース創設時と⽐比較して明らかに業界⾃自体が新⼈人養成機関として⼤大学のマンガコースに対する
注⽬目度度が上がっているのも現状です。そのような学⽣生⾃自⾝身の満⾜足度度と⼈人⽣生設計をサポートしつつ、業界
の要求に応えるカリキュラムをいかに⽴立立ち上げていくかが⾃自分の個⼈人研究としての今後の課題でもある
のです。  
